
地域資源・農と食:
技術トピックス社会実装年予測の一例

31

テーマ別
シナリオ

資料3



地域資源・農と食:
シナリオ実現に向けた各ステークホルダー別戦略

戦略推進上の留意点
 サステナブル農業にかかるコストへの不寛容
 既存の農薬・（化学）肥料産業界との調整
 高環境負荷農業から低環境負荷農業への移行時に生じる食料生産量の不足
 漁業協定の利害調整
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実 施 主 体 戦 略

政府・
自治体

◆サステナブル農業推進のための国際協調枠組み構築。拠出金の分担や関税措置を
含む国際的合意 ◆行政データの公開 ◆化学肥料や農薬の流通に関する国際的
合意 ◆海洋資源関連データの共有に関する国際的合意 ◆漁業協定の徹底

公的研究
機関

◆農業情報の国際的なプラットフォーム構築（人工衛星、防災設備等のデータ活用）
◆サステナブル農業の評価方法開発 ◆水産資源量評価手法の開発 ◆水産情報
ネットワークの構築 ◆窒素、リン分布の国際的不均衡解消のための研究開発
◆地球温暖化やサステナブル農業によって生じる疾患、害虫への対応手法開発

企業
◆サステナブル農業の積極的実践を可能にする事業の実施（有機肥料開発、天然物
由来の害虫駆除事業など）◆食品のトレーサビリティが確保されたマーケットの構築
◆海洋資源予報ビジネス ◆食品産業によるサステナブル農林水産物の活用

業界プラット
フォーム組織 ◆漁業協定の徹底 ◆水産情報ネットワークの構築

学・協会 ◆サステナブル農業の評価基準の策定

大学
◆土壌細菌に関する研究 ◆各種センサ等の開発（農薬検出を含む） ◆サステナ
ブル農業の評価方法開発 ◆水産資源量評価手法の開発 ◆地球温暖化やサステ
ナブル農業によって生じる疾患、害虫への対応手法開発

その他人材
育成機関 ◆サステナブル農業への理解促進事業

金融・投資
機関

◆世界共有のインフラとなる農業情報プラットフォームへの投資 ◆海洋資源量予報
ビジネスへの投資

市民・NPO ◆化学肥料や農薬の使用量を減らすことの重要性の理解 ◆サステナブル農業の認定
各自の植物の生育条件と収量などをデータベースへの情報提供

「「全地球的生態系サービスの維持持」
サステナブルな農林水産業が世界
各国で組織的に実践されるように
なった。農業における水の利用量も
最小限に抑えられるようになった。
化学肥料や農薬の成分検出セン
サは高精度化し、ネットワーク化され
ることで、食材流通の全経路でトレー
サビリティが確保され、関連情報は世
界各国で共有されている。
海洋資源に関しては、国際的な協
調の下、信頼度の高い資源量評価
システムが構築され、漁業の効率も
飛躍的に向上したほか、海洋環境と
窒素やリン循環に配慮した養殖シス
テムが構築されている。

「全地球的生態系サ ビ全

国際協調・協働
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レジリエントな社会インフラ：
大規模災害や少子高齢化等に対応するレジリエントな社会インフラ
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安全保障を見据えたデータ活用による国土監視体制の整備
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レジリエントな社会インフラ:
技術トピックス社会実装年予測の一例
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戦略推進上の留意点
 国際協力の維持
 データのオープン化と提供の促進（一方で安全保障上の法規制の動きがあるので、それとのバランス）
 API(Application Programming Interface)の策定（あるいは標準化）
 データ解析の不備

35

実実 施施 主主 体 戦 略
政府・
自治体

◆産学官におけるデータ提供と整備 ◆観測データ基盤構築に向けた国
際協力の推進 ◆データ利用に関する法環境の整備

公的研究
機関

◆各種観測システムの整備と国内外関係機関との連携・協力
◆データ提供とアプリケーション開発

企業
◆観測システム運営に係るビジネスモデルの検討 ◆ビッグデータ等大容
量データから意味のある情報を抽出するアプリケーションの商品化
◆データ提供と解析評価

業界プラット
フォーム組織 ◆システム間インタフェースの標準化

学・協会 ◆ビッグデータ等大容量データから意味のある情報を抽出するアプリケー
ションの開発 ◆データ提供 ◆防災・減災・情報リテラシー教育

大学 ◆ビッグデータ等大容量データの解析とアプリケーションの開発 ◆データ
提供 ◆防災・減災・情報リテラシー教育

その他人材
育成機関 ◆防災・減災・情報リテラシー教育

金融・投資
機関 ◆災害等非常時の判断（避難指示等）の是非に対する保険の開発

市民・NPO ◆データ提供 ◆防災・減災・情報リテラシー教育

国際協調・協働国際協調 協働
「災害時と平時の両方でメリットを与える情報提供「災害時と平時の両方
ネットワークの実現

方の両方
現現」

国際的な枠組みにより、世界的な観測情報提供
ネットワークが整備されたので、大規模な自然災害に
よる死者や行方不明者の数は以前と比較すると激
減している。
この新しい情報提供ネットワークには、世界の人工
衛星のほか、全球規模に展開された地上や海洋の
複数の観測システムで取得したデータが流通している。
データは基本的にオープンなので、ネットワークにつな
がっていれば誰でも参照できる。また、膨大なデータは
即時に加工され、そのまま使える情報として提供され
ている。流通しているデータは多様であり、その利用は
災害対策に留まらず、様々な分野での利用が進んで
いる。
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